
区　分

1トン未満 1,139 (△44) 337 (△14) 802 (△30)

1トン以上～3トン未満 700 (△12) 343 (△12) 357 (0)

3トン以上～5トン未満 1,359 (△57) 388 (△15) 971 (△42)

5トン以上 125 (1) 107 (2) 18 (△1)

合　計 3,323 (△112) 1,175 (△39) 2,148 (△73)

2.船　質

3.推進機関

4.無動力船

　海水動力漁船の船質はＦＲＰ、鋼製、木の順に多く、5 トン未満階層船を中心として昭
和50年代に急速に普及してきたＦＲＰ船は、県全体で99.8%(前年99.8%)、玄海地区
99.7%(前年99.5%)、有明海地区99.9%(前年99.9%)となっている。

　現在、県内の海水動力漁船に搭載している推進機関はディーゼルと電気点火の2種類が
あり、その出力についても旧漁船法馬力と現行の漁船法馬力〔kW（キロワット）〕の2種
類がある。
　旧漁船法馬力漁船の馬力数の合計は44,446、隻数は837隻（平均馬力数：53.1）で、漁
船法馬力〔ｋW〕の漁船については合計の馬力数が401,172ｋW、隻数が2,486隻（平均馬力
数：161.37kW）となっている。
　なお、本書において単に「馬力数」として記載している数字は旧推進機関の馬力数及び
新推進機関の馬力数[kW]を区別することなく集計したものである。

　無動力船は総隻数1,993隻(対前年43隻増)で、その内訳は玄海地区が19隻(対前年4隻
減)、有明海地区が1,974隻(対前年47隻増)である。なお、有明海地区における無動力船
は、すべて採介藻漁業に従事する船となっている。

概　要

1.隻　数
　海水動力漁船数は県全体で見ると3,323隻（112隻減）であり、海区別に見ると玄海地区
が1,175隻（39隻減）、有明海地区が2,148隻（73隻減）となっている。
　これを階層別にみると、次のようになる。（対前年増減隻数）

総　数 玄海地区 有明海地区
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